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学生ボランティアを受け入れて
宇都宮市立東小学校教務主任　村岡　裕之
黄佳䡟さんには、４年生の男児の支援をし
ていただいています。男児は、４月に来日する
まで日本語や日本の生活習慣等に触れたこと
が全くなく、学校生活の上でさまざまな支障を
きたしていました。
黄さんは、朝の会から教室に行きます。椅
子は男児の席の隣にあります。教室では、担任
の言葉をわかりやすく伝えたり、発表を促した
り、考えるヒントを出したりするなどの支援を
しています。休み時間も子どもたちと一緒に過
ごし、遊びのルールなどを教えています。給食
の時間も男児のグループに入り、会話の橋渡
しをしたり、食事のマナーを教えたりしていま
す。
黄さんの支援を受ける前は、男児は日本語
ができないために学習面で十分に力を発揮
できなかったり、時折意欲を失ったりするよう
なことがありました。また、友達とのコミュニ
ケーションがうまくとれず、トラブルになったこ
ともありました。
支援を受けるようになってからは、学習面で
の意欲も見られるようになり、友達との関係も
良好になっています。何よりも男児の気持ちに
寄り添い、よくできた時は共に喜び、悪いこと
をした時には厳しく叱る姿勢がとても素晴ら
しいです。学校としても黄さんに来ていただい
て本当に感謝しています。
第2回の「外国人児童生徒・グローバル教育推進
協議会」（以下、協議会と略）を10月22日（金）に開
催しました。改めて述べておきますと、この協議会
は、栃木県教育委員会の外国人児童生徒教育担当
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支援活動を始めて
大学院教育学研究科１年　黄　佳䡟
私は、中国からの私費留学生です。今年の
４月、宇都宮大学大学院教育学研究科に入学
し、修士課程の学生として研究しております。日
本に来てから、いろいろなボランティア活動を
してきましたが、今回、宇都宮大学HANDSプ
ロジェクトで宇都宮市立東小学校４年生のA君
（中国から移住）の学習支援を始めました。
週２回ほど、授業での聞き取りを援助したり、
遊びや学校のルールを教えたりしながら、A君
が、日本で安心して生きていくために、日本の文
化や周りの日本人の考え方を受け入れられるよ
うに、そして学校で友達をつくることができるよ
うに支援しています。
ボランティア活動を始めてひと月、私は初め
て「先生」と呼ばれ、心が温かくなり、涙が出る
ほど感動しました。笑ったり泣いたりしている、
そんな素直な子供たちに囲まれて、私自身も心
が洗われ、硬さもほどけ素直な気持ちになり、
そういう自分を好きになりました。
A君への支援をきっかけに、自分自身の知識
も意識も深くなってきたように思います。日本の
小学校の運営や行事、ルールなどだけでなく、
人権尊重や発達障害と人格形成などの分野に
も目を向けるようになりました。
外国人としての私も孤独感や苦しみを味わい
ましたが、A君も同じことを感じているのでは
ないかと思います。それをわかってあげたり共
感したりして、一緒に乗り越えられるよう勇気づ
けてあげたいです。これからも外国人児童生
徒支援のために全力を尽くしたいと思います。
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者、外国人児童生徒が多く在籍する県内7市の教育
委員会担当者、小学校・中学校代表校長、本プロ
ジェクトメンバーが一堂に会して定期的に話し合う
場です。主な目的は、（1）HANDSプロジェクトの取
組について学校管理職および教育行政の立場から
意見やアドバイスを言ってもらう、（2）学校管理職・
教育行政・本プロジェクトメンバーの間で外国人児
童生徒教育の現状や課題について情報・意見交換
を交わす、（3）全県的な視点にたった協力体制構
築のための議論を進める、ことにあると言えます。
今回は、まず、田巻から、HANDSプロジェク
トが外国人児童生徒教育に関する人材養成と地域
貢献を目指すものであることや組織体制について
改めて説明し、その上で、現在進行中あるいは計
画中の諸事業について概要を報告しました。組織
体制について述べておきますと、多文化公共圏セン
タ （ー国際学部教員4名）、教育実践総合センター
（教育学部教員3 名）、専任コーディネータ （ー3 名）
の合計10 名で毎月運営会議を行っています。この
運営会議が HANDSプロジェクト全体について審
議する場であるのに対し、実際の各事業について
は実行組織を別に組んで行っています。それらを
合わせると、運営会議メンバーの他にも、国際・教
育学部の他の教員、小中学校の教員、日本語指導
員、国際交流協会、一般の方など多くの方に関わっ
ていただいて事業を進めているのが現状です。田
巻の報告の後、各事業について担当者より報告が
あり、質疑へと進みました。
2日後（10月24日）に「多言語による高校進学
ガイダンス」が控えていたこともあり、多くの質問・
意見が進学ガイダンスに対して行われました。「今
回は宇都宮大学（県央）での開催だが、将来、県
北や県南地区での開催予定はあるのか？」、「ガイダ
ンスの具体的な中身はどのようなものか？」、「参加
したくても事情で参加できない方へのフォロー体制
はあるのか？」、「今回対象は中学生とその保護者
ということだが、それでは遅くないか？小学生をも
対象にすべきではないか」等など。話し合いの結
果は、以下のようにまとめられます。
今回のような「多言語による高校進学ガイダンス」
に対するニ ズーは高く、開催は非常に意義がある。
ただし、対象とする児童生徒やガイダンスの内容、
開催場所や時期について、検討を加えていくことが
必要である。今回のガイダンスは、外国人生徒が
在籍する県内のすべての中学校に周知した点で「全
県的規模」のガイダンスといえるが、このようなガ
イダンスの場合には、開催する地域がどこであれ、
提供する情報は基本的なものに限定されることに
なる。一方、各地域の実情を踏まえた「地域的なガ
イダンス」の開催も検討する必要があるだろう。「全
県的規模」で行う場合には県教委と、「地域的な
ガイダンス」を地域で行う場合にはその地域の教
育委員会及び学校関係者と協力していくことが望ま
しい。
以下、2つの事項について報告しておきます。
（1）「外国人児童生徒支援会議」について
　　（担当者　若林秀樹）
前回まで「外国人児童生徒教育拠点校教員研究
協議会」という名称は仮称で使用していたが、今
回正式に「外国人児童生徒支援会議」に決定した。
次回の会議（11月4日）は、県内拠点校担当者か
ら寄せられた外国人児童生徒教育に関する質問に
対する回答を中心に行う。さらに、この支援会議
専用のホームページを立ち上げる準備を進めてい
る。HPの名称は「だいじょうぶ net.」。11月 4日
の会議当日にスタ トーする予定である。
（2）「教育フォーラム開催」について
本プロジェクトの前身である重点推進研究体制
の下で毎年12月にシンポジウムを開催してきたが、
今年度から形を変えて「フォーラム」として開催し
ていくことにした。今回は、12月4日（土）午後開
催で、「HANDSプロジェクトの意義と課題」、「外
国につながる子どもたちの進学・進路問題」の二
部構成とする予定。本協議会および上記の「支援
会議」から数名の方に討論者として参加をお願い
することとし、本協議会からの参加者については
地域的なローテンションを組むことが望ましいとの
合意が得られた。
HANDSプロジェクトの諸事業は夏から秋にか
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けて始まりましたが、第１回の協議会での話し合い
が大変参考になっています。悩みの種は日程調整
で、なかなか全員が集まると言うわけにはいきませ
んが、一堂に会して直接話し合うことの大切さを強
く感じた一日でした。
協議会報告とは直接関係はありませんが、10月
より、HANDSプロジェクトの一環として、国際・
教育学部の学生を対象にした授業科目「グローバ
ル化と外国人児童生徒教育」が新規開講されてい
ます。受講者は 50-60人で、本プロジェクトに関係
する複数の教員が平均 2 回を担当する体制で進め
ています。自分は 2回の担当を終えましたが、何と
言うか、新たなスタ トーを前にして、気持ちの良い
緊張感で臨みました。授業中の態度や授業の感想
文などから、学生たちの関心も全体的に高いと感
じました。HANDSプロジェクトの諸事業にもっと
多くの人の目を向けさせたいと思っています。
国際学部多文化公共圏センターコーディネーター 矢 部 昭 仁
「多言語による高校進学ガイダンス」実施報告
本プロジェクトの今年度の事業の一つ「多言語
による高校進学ガイダンス」を10月24日（日）に
本学大学会館多目的ホールで開催しました。このガ
イダンスは日本語がまだよく理解できない中学校の
生徒と保護者に日本の学校制度や高校進学につい
ての正確な情報を
伝えることが目的
でしたので、使用
する資料を 6か国
語（ポルトガル語・
中国語・スペイン
語・フィリピン語・タイ語・英語）に翻訳しました。
参加者を言語別で分けると、ポルトガル語 41名（生
徒 14 名、同行者 27名）、スペイン語 22 名（生徒
8 名、同行者14 名）、中国語 11名（生徒 4名、同
行者 7名）、フィリピン語 13 名（生徒 4 名、同行
者 9 名）、タイ語 3 名（保護者のみ参加）となり見
学者を合わせると102 名の参加がありました。
このガイダンス
は 3部構成で進め
ました。まず、翻
訳資料を使って高
校進学に関するこ
とについて説明し
ました。14 名の通訳者がそれぞれのテーブルで担
当言語を介して説明しました。次に各テーブルで説
明時に出た質問に答える時間を作りました。各テー
ブルからの質問を通訳者が日本語に訳し、その質
問に関係者が回答しました。一つひとつのやり取り
の合間に随時通訳の時間を設けました。最後は日
本で高校進学を経験した現役高校生 2 名、大学
生 2 名に来てもらい、会場からの様 な々質問に答え
てもらいました。質問の中には「受験勉強は何時間
くらいしましたか」など具体的な質問もありました。
ガイダンスの参加者に感想や意見などを書いても
らいましたので、最後に少し紹介します。
まずアンケ トーを書いてくれた40 名の保護者（同
行者）のうち 36 名が、「本日の進学ガイダンスは
満足でしたか」という質問に「満足」と回答しました。
以下、主な理由を抜粋します。（括弧内は使用言語）
・外国人にとって日本の教育システムがよくわ
からないので。（ポルトガル語）
・子どもたちが入学できる高校の選択肢が意外に
多いことが分かりました。（フィリピン語）
・日本の教育システムのよいところを知ること
ができてよかった。（スペイン語）
・大変ためになりました。多くの疑問点を解消
することができました。（ポルトガル語）
・母語の通訳のおかげで充分理解が得られた
事。（中国語）
・外国人生徒や保護者を真剣に心配し支援して
